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尺み

伊i

古
注
釈
書
か
ら
現
代
の
注
釈
書
ま
で
、
本
文
の
解
釈
の
た
め
に
引
用
し
た
和
歌
(
引
歌
)
、
歌
謡
を
、
で
き
る
だ
け
広
い
立
場
か
ら
採
録

し
た
。
各
時
代
の
注
記
者
が
、
ど
の
よ
う
な
和
歌
を
背
景
に
し
て
本
文
を
読
み
と
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
知
る
て
が
か
り

と
す
る
た
め
で
あ
る
。

紫
式
部
と
同
時
代
の
人
物
の
歌
や
、
後
世
の
和
歌
集
で
も
「
読
人
し
ら
ず
」
と
す
る
歌
に
つ
い
て
は
採
用
し
た
が
、
た
ん
に
同
類
語

ゃ
、
用
法
・
句
法
の
説
明
の
た
め
に
示
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
は
、

一
切
省
略
し
た
。

本
文
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
本
に
よ
り
、
よ
段
に
そ
の
頁
行
数
を
、
下
段
に
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
の
頁
数
を
示
し
た
。

な
お
、
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
各
巻
ど
と
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

古
注
の
中
に
は
、
河
内
本
お
よ
び
別
本
の
本
文
に
よ
っ
て
引
歌
を
示
し
た
例
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
青
表
紙
本
以
外
の
異
文
を

『
漉
氏
物
語
大
成
』
か
ら
摘
記
し
た
。

使
用
し
た
注
釈
書
の
略
号
と
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

源
氏
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(
前
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所
収
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花
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内
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)
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会
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第
四
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)
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余

源
注
余
滴
(
『
一
図
書
刊
行
会
叢
書
』
)

全

日
本
古
典
全
書
『
源
氏
物
語
』
(
朝
日
新
聞
社
)

対

糊
源
氏
物
語
新
釈
(
平
凡
社
)

『
源
氏
物
語
事
典
』
下
巻
所
収
「
所
引
詩
歌
仏
典
」
(
東
京
堂
)

事大

日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
(
岩
波
書
庖
)

評

源
氏
物
語
評
釈
(
角
川
書
庖
)

集

日
本
古
典
文
学
会
集
『
源
氏
物
語
』
(
小
学
館
)

和
歌
・
歌
謡
の
引
用
に
際
し
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
た
。

『
奥
入
』
や
『
源
氏
物
語
引
歌
』
は
、
本
文
が
な
く
歌
を
例
示
す
る
だ
け
な
の
で
、
配
列
や
他
の
諸
注
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
該
当

す
る
部
分
を
想
定
し
て
記
入
し
た
。

歌
謡
の
異
文
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
釈
』
と
『
奥
入
』
に
限
り
、
そ
の
後
の
諸
注
は
書
名
を
列
記
す
る
に
と
ど
め
た
。

長
歌
に
つ
い
て
、
(
一
部
ノ
ミ
)
と
す
る
の
は
、
注
釈
書
に
一
部
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
ζ

と
を
示
す
。

" 
)
を
付
し
た
の
は
全
文
引
用
し
て
あ
る
乙
と
、

〆ヘ

諸
注
の
指
摘
で
、

馬
楽
、
竹
河
」
、
「
遍
昭
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と
注
記
し
て
あ
る
に
す
ぎ
な
い
ζ

と
を
示
す
6

〉
の
符
号
に
よ
る
の
は
、
た
ん
に
「
引
歌
」
と
か
、
「
催

諸
注
の
表
示
で
、

〔
紫
〕
〔
異
〕
〔
河
)
な
に
か
も
み
え
ず
、
〔
孟
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ま
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ふ
、
〔
引
〕

と
あ
る
場
合
、
初
め
の
三
注
釈
書
の
異
文
は
「
な
に
か
も
み
え
ず
」
で
あ
り
、
次
の
『
孟
津
抄
』
は
「
我
か
も
ま
よ
ふ
」
、
『
源
氏
物
語

引
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』
は
出
典
通
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で
あ
る
と
と
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意
味
す
る
。
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古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』
(
岩
波
書
庖
)

評

源
氏
物
語
評
釈
(
角
川
書
庖
)

集

日
本
古
典
文
学
会
集
『
源
氏
物
語
』
(
小
学
館
)

和
歌
・
歌
謡
の
引
用
に
際
し
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
た
。

『
奥
入
』
や
『
源
氏
物
語
引
歌
』
は
、
本
文
が
な
く
歌
を
例
示
す
る
だ
け
な
の
で
、
配
列
や
他
の
諸
注
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
該
当

す
る
部
分
を
想
定
し
て
記
入
し
た
。

歌
謡
の
異
文
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
釈
』
と
『
奥
入
』
に
限
り
、
そ
の
後
の
諸
注
は
書
名
を
列
記
す
る
に
と
ど
め
た
。

長
歌
に
つ
い
て
、
(
一
部
ノ
ミ
)
と
す
る
の
は
、
注
釈
書
に
一
部
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
ζ

と
を
示
す
。

" 
)
を
付
し
た
の
は
全
文
引
用
し
て
あ
る
乙
と
、

〆ヘ

諸
注
の
指
摘
で
、

馬
楽
、
竹
河
」
、
「
遍
昭
歌
」
と
注
記
し
て
あ
る
に
す
ぎ
な
い
ζ

と
を
示
す
6

〉
の
符
号
に
よ
る
の
は
、
た
ん
に
「
引
歌
」
と
か
、
「
催

諸
注
の
表
示
で
、

〔
紫
〕
〔
異
〕
〔
河
)
な
に
か
も
み
え
ず
、
〔
孟
〕
我
か
も
ま
よ
ふ
、
〔
引
〕

と
あ
る
場
合
、
初
め
の
三
注
釈
書
の
異
文
は
「
な
に
か
も
み
え
ず
」
で
あ
り
、
次
の
『
孟
津
抄
』
は
「
我
か
も
ま
よ
ふ
」
、
『
源
氏
物
語

引
歌
』
は
出
典
通
り
で
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
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『
源
氏
釈
』
『
異
本
紫
明
抄
』
に
収
載
さ
れ
る
桜
人
巻
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
一
応
注
釈
書
通
り
真
木
柱
巻
の
次
に
挿

入
し
た
。

和
歌
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
『
国
歌
大
観
』
正
続
を
中
心
と
し
、
番
号
も
そ
れ
に
よ
っ
た
。
そ
の
他
引
用
し
た
書
目
を
示
し
て
お
く
。

『
古
代
歌
謡
集
』
(
古
典
文
学
大
系
)
・
『
和
漢
朗
詠
集
』
(
向
上
)
・
『
宇
津
保
物
語
』
(
向
上
)
・
『
室
物
語
』
(
向
上
)
・
『
新
撰
万
葉
集
と
研
究
』

(
未
刊
国
文
資
料
)
・
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
(
玉
井
幸
助
著
)
・
『
一
条
摂
政
御
集
注
釈
』
(
平
安
文
学
輪
読
会
)

こ
の
ほ
か
も
、
日
本
歌
学
大
系
・
桂
宮
本
叢
書
・
私
家
集
大
成
・
物
語
和
歌
総
覧
を
参
照
し
、
ま
た
一
部
引
用
も
し
た
。

本
書
を
編
む
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
の
文
献
を
参
考
に
し
た
が
、
と
く
に
玉
上
琢
弥
博
士
に
よ
る
「
所
引
詩
歌
仏
典
」
(
『
源
氏
物
語
事

典
』
下
巻
所
収
)
に
は
、
多
大
な
御
学
恩
を
被
っ
た
。
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